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タイトル 東浦町 ～ それぞれの場所 それぞれの時間にて ～ 

朝 カーテンの隙間から、朝の陽射しが入る。 

朝刊を見て、朝ドラも、もれなく見る。 

年をとると時間のゆとりがある。 

前を通る中学生におはようと声もかけられる。 

ゴミ出しも、私の仕事だ。 

一日のスタートがゆったり、まったりしている。人生のラストスパートに入ったのかな？ 

昼 休日の昼に子どもたちがどんぐりを探したり、びわやヤマモモを採ったりしている。 

池のまわりで小魚を釣ったりして遊んでいる。 

１時くらいにお腹がすいたから調理室で子ども食堂の昼ごはんを食べた。 

食べ終わったら交流できるホールで高齢者と一緒に歌ったりした。 

夕 陽が落ちてくる頃になると、終業の鐘を合図に学生たちが欲望のままに騒ぎ始める。１７

時のサイレンから少し過ぎると、少女の悲鳴にも似た叫び声が学校に響きわたる。３F の

実験室から、奇妙な煙が立ち始め魔法のランプを擦ると出てくるアイツが現れた。それか

らかくかくしかじかで、森岡には平和が訪れた。 

夜 毎週末の夜はいろいろなイベントが行われます。 

今週末は校庭で映画を上映します。学校の壁に映した映画は大迫力です。近所の人たちを

誘って楽しみます。 

次の週末は翌週のイベントに向けて会議室や練習室を借りて地域のみんなで練習です。 

その次の週末は待ちに待った大きなフェスが開かれます。いろいろな場所から若者や音楽

好きが集まります。 

フリー 精神統一の為、武道場、弓道場で汗を流す人がいます。 

健康器具を使い軽く運動する人がいます。 

地場産のワインを飲みながら語り合う人がいます。 

一日中、誰かが集まり、笑顔があふれる場所がここにはあります。 

昨今、コミュニケーションが足らない世の中になってきたことを憂いて、ここに集まってき

たすべての人のつながりを、大切にしていきたい。そんな地域の拠点を創っていきたい。 

フリー 私は夢追い人。この東浦の町で、映画の監督をやっている。今宵の夜、どうやらイルミネー

ションが行われるらしく、スマホを抱えた若人が恋人と一緒に写真を撮っている。そんな騒

がしさの中から逃げるようにその辺を歩くと近くの体育館でどうやら私の作品の上映をし

ているようだ。とてもうれしく思ったが、どうやら小学生には不評らしい「今時、こんなの見

てもつまらねえ」その言葉によって私のライフは０になった。とても悲しくなって、一人夜空

を眺めながら MP3 で音楽を聞いていると、何やらイルミネーションの方が騒がしい。どう

やら電線で火事になったらしく、消防団が消火をしているが、火が強いため私は近くの避

難所である広い駐車場へ避難した。SNS の情報だと、近所のワイナリーが燃えたらしく、

予約していたワインもパーになった。私は夢追い人。ちょっと仕事をドタキャンして家に引

きこもろうか迷っている。夢は諦めていない。 
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タイトル 学び、遊び、皆が集う森岡ベース 

春 新しいことが始まる季節に、もともと森岡に住んでる人々と、新しく生活を森岡で始める

人々が気楽に聞けて交流できる場所がある。 

その場では、花見、運動会などいろいろと年代関係なく楽しめることが催されている。自

分も桜を見に行こうかな。 

夏 やっと学校が終わった。 

友達と額を光らせながら噴水へ向かう。近くの部屋から冷たい風と甘い匂いが漂ってき

た。部屋の中からおばあちゃんの声が飛んできた。「気を付けて遊ぶんだよ」僕は「はい、は

～い」と返した。 

噴水遊びではびしょ濡れだ。おっといかん。 

明日は、防災合宿があった。光る汗と濡れた服の水飛沫を飛ばしながら家へむかった。 

秋 暑い夏が終わり、秋が訪れる。みんなに食欲の秋がくる。 

ただ単純に食べるだけでなく、いつ来るか分からない災害に備えて、住民の皆さんの協力

を得て、炊き出しを。 

食材によっては、焼き芋なんかもＧＯＯＤ。食を囲みお腹も満たされれば、皆笑顔になれ

る。 

夏の暑さが薄れていく頃、秋の訪れを感じる。最近、自然災害のニュースが増えてきてい

る。 

地震、豪雨、この地域では幸いまだ重大な災害は見受けられないが、火事などは乾燥の進

む頃には多くなりがちだ。消防の方にはいつも感謝を忘れないでいたい。 

まずは自己防衛なのだが、地域の人との繋がりは必須である。 

地域の人たちと楽しく集いながら防災活動を進めたい。 

地域の人たちの食材の協力も得ながら炊き出し訓練をしよう。 

食を囲めば、みんな笑顔になる。お互いを知り合えば、繋がりもできる。住民全員で楽しく

過ごそう！ 

冬 今は寒い冬だ。町民たちは餅つきをしたり、村木神社の参拝者たちは、屋台でうどんや芋

煮を食べて楽しんでいる。元気がたくさんある子どもや若者たちは久しぶりに降ってきた

雪で遊んでいる。 

フリー 今日も朝日、晴天。 

肥料を入れ、種をまき、水やりをして大きく育てと独り言。昨日、土作りのコツをコミュの

仲間の名人に聞き、今年は甘いスイカが出来そう。 

そうしたら、若いママ友やお子さんにも試食してもらい、広場で盆踊り大会の時に販売して

もらおう！これを目当てに集客できたら最高！芋は焼き芋にして秋の祭りで配る。皆が集

まるきっかけになればこちらもやりがいになる。 

フリー 複合施設に若い人を呼込めと上司から指示されたがどうしよう？ 

学生の本文と言えば勉強だから、森岡小学校の児童（外国人）の方向けに放課後教室や学

習室が無難なところだからとりあえずやろう。 
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保育園の児童に小学生の子どもたちが読み聞かせとかもよき!！ 

ただ、自分自身が本当に行くかと言うと… 

よし！同世代の人がふらっよってたまることができる遊び場にしよう。 

ダーツに卓球台、ゲームセンターなどあるとアツイな!！ 

学生は好きな事に対してはお金を出し惜しみしないから運営資金はカンパでいけるやろ。 

可能なら終わりの時間を作らずにみんなが帰ったら終了がいいな。ここでの繋がりをもと

に地元愛や仲間を作ってくれればサイコー。 
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タイトル 森岡の子どもは宝 

春 ピカピカの１年生が小学校の門をパパとママを連れてくぐる。そこには地域の高齢者がい

る。「みんな森岡の宝だ！～」と祝う。子ども達は自分達が地域に育てられ応援される～と

感じる。 

今日は、春のピクニック。入学式にいたおじさん、おばさんが見守っていてくれるからとて

も安心。お弁当を食べ、お花見しながら、私達１年生は地域の人の昔話を聞く。「へえ～。コ

コは住宅地だけど山だったんだ～」とか、そんな話。 

そして今日は、田植えと畑に苗を植えてたんだ。秋になったら食べれるかな。地域の人た

ちが助けてくれるから大丈夫。みんなでやると大変だけど楽しいな！ 

夏 朝、小学校に出掛けた。小学校には小学生が地域の人と一緒に育てたぶどう棚がある。今

日はみんなでそのぶどうを収穫するのだ。ぶどう園で買ったぶどう程では甘くないけれ

ど、子ども達はみんな美味しいと言っている。 

午後は防災キャンプに参加した、地域の人みんなで炊き出しの準備。 

子ども達は消防団の放水でずぶぬれになって遊んでいる。AED の訓練や段ボールベッ

ド、段ボール間仕切を作っている人たちもいる。日も暮れみんなで炊き出しのカレーや豚

汁を食べたその後は花火、みんな楽しそうだ。 

夜も更けてきて、泊まれる人達は体育館で宿泊体験。小学生の息子はテンション爆上が

り、友達と内緒話をしている。楽しい夏休みの思い出になったようだ。 

秋 春に植えた芋の苗どうしたかな～？ふと思い、まだまだ残暑厳しいのに浮かぶのは焼き芋

のこと！ 

みんなでワイワイやって作業を続けて頑張ったなあと？ 

ところであの人は、あの子ども達、おじいちゃん達、そうだみんなで小学校の校庭で運動

会をやったらどうだろう。商品はみんなで収穫したお芋どうかな。いいじゃない！バケツリ

レーなんてどうかな。老いも若きも参加できる防災運動会なんてどうかしら。ついでに、ス

テージを作って若者が盛上げるって素敵じゃないですか。ババちゃん若返りますよ。こんな

イベントあっていいじゃない！ 

冬 クリスマス会に備え準備を始める。子供たちは喜んでくれるだろうか？ 

この時のため、自前の髭を成長させてきた。 

コミセンではもちつき大会が開催されている。小さい赤ちゃんからおじいちゃんおばあち

ゃんまでたくさん参加している。赤ちゃんが頑張ってはいはいをし、運動している。 

あぁ～床暖房で暖かそうだな。 

フリー 今日は東海市に住む友人親子と遊んで一緒にランチ。 

職場復帰に向けて保育園などの情報共有や習い事の相談。東浦町在住の職員さんが「今

度ここでボランティアの方がここで採れた野菜で食育のイベントやるよ」と教えてくれたの

で友人親子と参加することにした。 

よちよち歩きの娘と一緒に、木の実を拾ったり、木や植物を見ながら歩いて帰宅。 

ぐっすりお昼寝してくださいな。 



過ごし方の『物語』をつくろう ～ 一日物語 ～                                     グループ：４ 

タイトル 
今日も地元の方とオープンハート 

モリオカバンザイ ♡ 

朝 私の朝はいつも早い。今日は日の出と一緒に散歩をしよう。最近は小学校を中心とした施

設の周りを歩いている。鳥の鳴き声を聞いていると子どもの元気な声が聞こえてきた。も

う学校の時間なのか？すれ違いに挨拶をすると、のどが渇いた。いつものモーニングも良

いかな。外を見ていると、子どもを連れたお母さんが、保育園に連れて行くのを見た。ここ

の地域の人達は今日も元気にスタートしている。イイ気持ちだ！！帰りに郵便局の局長と

出会った。立ち話をして自宅に戻った。自分が今元気でいられるのは、多くの人達と出会

い、交流しているからなのか？自分がいなくなっても、この地域が発展、交流の場所にな

っていることを願う。 

昼 平日は学校があるので小学生＋地域の人。 

休日は誰でも自由に一人でもグループイベントなど過ごせる場所。全天候型のアーケード、

プール、スケートリンク、森に畑、コンサートホールもみんなの夢がいっぱい詰まっている。

みんなそれぞれ、自分のやりたい事、得意な事を持ち寄って交流してつながっていく。みん

な顔見知りになって、災害時には協力できる。子ども達はいろんな人に見守られて育っ

て、将来は森岡で子育てして暮らしたいと思える。 

夕 鉄塔の向こうに日が落ちる夕刻…森岡駅から足早に帰るサラリーマンが息を切らしなが

ら。坂道を上る中高大学生が。森岡小学校を目指している。そこには、夕食を終えた仲良い

ご夫婦が手を繋ぎ１日の疲れを癒しに訪れる街カフェがある。 

サラリーマンは颯爽とランニング、軽快に汗を流し、学生さんは思い思いに音楽室、多目的

スペースで明日の学習に備えて自習に励む。その明かりは夜まで続く…。 

あ！！今夜は子ども食堂の日だ！！子連れの家族が会話をしながら訪れる。この子ども

食堂を通じて仲良くなった友人もでき、子ども達、お母さん、お父さん、それぞれ時間を有

意義なひととき… 

さあ！！明日も頑張ろう！！森岡の高台から素敵な夜景。大きな月夜が明日ヨロシクと優

しく話かけてもらえた。 

夜 普通なら静かで暗い学校。でもココの学校は明かりがつき賑わっている。体育館、グランド

だけでなく、音楽室や調理室でも、子どもから高齢者まで様々な人たちが。 

子どもと妻が調理室でクッキング。私はフリースペースのカウンターでビールを。まだつま

みこないかなあ。さすがに明日は体育館で運動しよう！家の近くで楽しめる所があるのは

うれしいな。 

フリー 子どもと大人がともに笑顔で過ごせる日常。そこでは子どもの将来の夢や大人の今まで

の経験を語り合う！！様々な会話が生まれ、体験がなされるこの場は、我郷里森岡小学校

（森岡地区拠点施設）。休日はコンサート会場となる大ホール。いつでも気軽に来校してウ

ォーキングコースで汗を流す。子どもから大人の学びはオープンスペースで。夢はここから

生まれ、そして広がり、また戻ってくる。 

ウェルビーイング・オープン これがキーワード!！ 

 


